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7、I家資料を救え！
　
　被災資料の確認調査に入って3日目の9月20日の午後、二班に分かれて被災資料の確認調査を続けていた茨城史料ネットのメンバーは、急遽、三坂新田町に集結しI家の資料をレスキューすることとなった。高橋班が到着すると、すでに添田班は資料の保全についての説明と提案を済ませていた。すぐにご当主が、母屋の裏手から、古文書のおかれた部屋に案内してくれた。垣根には浸水した高さまで泥が付着し、それは2メートルを越えている。
　土足で家屋に上がり、押入れを開けると、古文書は、上下二段ある上の段に置かれた2つの衣装ケースの中に収められていた。ケース内にはまだ泥水が入ったままだ。悪臭が鼻をつく。庭先にブルーシートを敷いて作業場を設営し、水洗いすることになった。洗い終わった資料は、点数を数えながらビニール袋に入れていく。
　一方、廃棄寸前で救出した文書箪笥からの取出しも行われた。ひどく傷んで汚れていた箪笥自体は廃棄することとし、引き出しを開けて中の古文書や軸装された資料を取出していく。このお宅は明治期の著名な南画家の生家でもあり、その中にはその画人の作品も多数含まれているようだ。
　途中、私は、一旦作業を抜け出して、前日レスキューの約束をした市役所近くのM家に向かう。この日は一日天気もよく、気温もかなり上がっていたため、軸装された当該資料は、カビがひどく進んだようにみえた。匂いも強烈だ。預り証書を交わし、もとのI家に取って返す。
　I家では、洗浄が終わり、ビニール袋への収納が、経験豊かな参加者の手で効率よく進んでいった。資料はかなりの点数になる。500点は越えるだろう。何とか日没までに作業を終わらせることができた。すでに添田先生が、東北大学災害科学国際研究所に連絡を取り、真空凍結乾燥機にかけてもらうことを依頼、先方は快く受け入れてくれていた。袋詰めされた資料は、すべて私の車に乗せ、大学に運び、あす梱包し直して、東北大学へ発送することになった。
　I家は、この日の被災資料の所在確認調査の最後の目的地でもあったため、これで3日間にわたる調査は終了となった。今回の緊急調査は、依拠したデータが古いこともあり、所在の確認ができなかった資料も多かった。自治体史編纂以後、自治体と資料所蔵者との関係が維持されていないことが、資料保全について、どこでも同じ大きな課題なのだ。そうした中で、大規模な資料を伝えてきたI家を含む3軒の旧家で緊急のレスキューを実施できたことは、やはり大きな成果といえよう。やはり資料レスキューは、現地に入るタイミングが難しい。今回、シルバーウィーク以前に現地入りを決断できたことは、正解だった。
　ただし今回の調査で被災状況を把握できたのは、あくまで40年前に古文書を所蔵していたことを行政が確認していた旧家のうち、そのまま存続しているお宅にすぎない。40年前には古文書等の所蔵が確認されていない旧家にも資料は眠っていたはずであり、今回の災害による被害の全貌は、依然未知数なのである。それについては、自治体や地元の研究者に頑張ってもらうしかない。われわれも、情報が集約できる体制を整え、広報にも力を入れつつ、被災地を見守っていく必要がある。
（転載歓迎　つづく）

【付記】今回の被災資料所在調査には、多くの研究者・学生が参加していますが、この「私記」の中には、諸般の事情により、茨城史料ネット執行部のメンバーのみ実名で表記しています。3日間の調査、事後の作業にご参加・ご支援いただいた皆様に、心より御礼申し上げます。

⇒関東・東北豪雨災害による資料レスキューに関するお問い合せは、

茨城史料ネット　代表　高橋修（osamu.takahashi.nzn@vc.ibaraki.ac.jp）　まで

----------------------------------------------------------------------
[茨城史料ネットの活動資金の御支援のお願い]

当会の文化財・歴史資料の救済・保全活動を御支援ください。下記の通り、郵便振替にてのご送金をお願い申し上げます。

［加入者名］茨城史料ネット　［口座番号］00190-2-672263
----------------------------------------------------------------------

********************************
茨城史料ネットワーク事務局　
 茨城大学人文学部添田仁研究室
E-Mail：hitoshi.soeda.carp@vc.ibaraki.ac.jp
★メールアドレスが変更になりました！
********************************
